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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

燃料デブリ・廃棄物中放射性核種の迅速分析の実現を目指し、多重γ

線検出法などの最新計測システムを整備する。これを用いた測定、ま

た放射線シミュレーション計算によりβ線、X線を含む核種毎のスペク

トルデータベースを構築し、これらを統合解析するスペクトル定量法

（Spectral Determination Method：以下、SDM法という。）を開発す

ることにより、多核種同時定量を可能にし、化学分離プロセスを軽減

することを目的として、以下の項目を行う。 

１）γ線測定装置の整備 

２）SDM法に関する研究 

３）分析法バリデーション 

２．総合評価 Ａ ・放射線計測スペクトルを線形重ね合わせで解析するスペクトル解読

法SDMを開発し、化学分離ステップ数を低減し、分析の時間短縮の可

能性を示すことができたことは高く評価が出来る。 

・一方で、１Fへの本分析手法の適用には、摸擬液でのバリデーション

や、α核種／アクチニドへの適用性検討が残されている。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


